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１）どの子もよくなりたいという願いをもっていると信じ、全職
員で心を贈り続ける指導を行う。（「全員担任制」のよさを生
かす…どの子にもみんなで関わる、複数の目でみる）①

⑤

自分たちの生活は自分たちで創る
自治活動

学校運営協議会における主な評価内容
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１）考えたり調べたりするだけでなく、聞きに行ったり実際に
やってみたりして検証する探究学習を行う。

主体的に学び、変容を自覚できる
授業づくり

３）学校の特色ある取組を知ってもらうために広報依頼を20
枚以上出す。

１）学校行事や授業等を積極的に公開し、清見地区に全戸
配布する「学校だより」やメール配信システムを通じて、多く
の方に参加してもらえるよう案内する。

地域との連携

１）生徒のよさやがんばり、「なりたい自分」を共有し、保護者
との信頼関係を構築する。（電話連絡、懇談等）

１）係活動は「なりたい自分」を実現する場と位置付け、自己
実現のプロセスにする指導支援を行う。

１）自分で考え自分から行動できる姿を目指し、全職員が、
「どうしたいの？」と問う指導、行動の値打ちやそこに至る思
い等を語る指導を行う。

１）意図的計画的に講演会や学習会を行う。
　　（キャリア講演会３回、キャリア学習会３回）

３）次の挑戦「志」につなぐための自己理解力を高める指導
支援を充実させる。

なりたい自分へ「努力と挑戦の積
み重ね」

家庭との連携

２）「なりたい自分」の振り返りに、他者評価や保護者による
評価を取り入れ、個の努力と達成度を認め合う。

２）地域活動や行事に積極的に参加する。（清見町文化祭、
寿りんご栽培作業、各地区の祭礼等）

２）安心して過ごすことができ、多様な学びを通して、自己理
解力（メタ認知）を高める校内教育支援センター「みなほ
ルーム」の経営を行う。

２）「縦割りチーム制」を進化させ、学年に応じた目指す姿を
共有し、朝の会や帰りの会、学活等で、評価し価値づける。

様々な出会いから生き方を学ぶ
キャリア教育

一人一人の人権（自分らしく生き
る）を大切にする安心・安全な学校
生活

１）問いや見通しをもたせる発問、必然性のある対話活動を
授業に位置づける。

３）全職員が研究テーマに沿った公開授業を実施する。
（普段から互いの授業を見合う教師集団）

２）探究して考えたことを、自分なりの方法で保護者や地域
に発信する。（修学旅行先での清見の魅力発信、ブースごと
に分かれて行う総合発表会等）

令和８年度　高山市立清見中学校　学校経営の重点及び自己評価　　　校長　伊藤　英和　　
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本年度新たな学校の重点
具体的な実践内容または観点

（手立てとしてどうか、または達成度はどうか）
分析と改善点

２）授業の終末に生徒に変容を自覚させるための評価を位
置づける。

探究的な総合的な学習
「Forever Kiyomi」


